
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年１１月      

津幡中学校長 泉  智 一 

栄 養 教 諭 田路 優希 

木の葉が色づき、秋も深まってきました。朝晩の冷え込みなど、これから 1日の気温の変化が大きくなっ

てきます。衣服の脱ぎ着をこまめにして、体温の調整をしましょう。そして食事の前や外から帰ったときは、

手洗いを忘れずに行いましょう。朝昼夕の食事を毎日バランスよく、しっかり食べ、健康を守るために必要

な体力と免疫力をつけておきましょう。 

和食：日本人の伝統的な食文化 ユネスコ無形文化遺産 

登録から 10年 

●特別栽培米とは・・・・ 

化学肥料・化学農薬を使う量を半分に減らし、代わりに自然由来の肥料などを組み合わせて農作物を生産す

ることを「特別栽培」と言います。特別栽培米とは、特別栽培で作られたお米のことです。 

●どうして化学肥料・化学農薬を半分にするの？ 
①環境を守るため 

化学肥料や化学農薬は石油などから作る過程で、温室効果ガスを発生させます。温室効果ガスは地球温暖化

の原因となります。 

②農業を続けていくため 

日本では化学肥料や化学農薬の原材料の多くを輸入に頼っています。世界中では様々な影響で原材料の価格

が高くなってしまうこともありますし、資源には必ず限りがあります。 

 ●ごはんを食べよう！ 

お米は昔から日本人の食事には欠かすことのできない大切な食べ物です。ごはんはお米を粒のまま食べるの

で自然とかむ習慣がつきます。またゆっくり消化されるので腹持ちがいいです。どんな食事にも合うごはん

をいろいろなおかずに組み合わせて、食卓を豊かにしましょう。 

学校給食では 11月 13日

～17 日まで特別栽培米

が提供されます。 

 2013年に和食がユネスコ無形文化遺産に登録されてから今年で 10年です。和食は多様で新鮮な食材を

使い、一汁三菜を基本として栄養バランスがよく、食事の場における「自然の美しさ」の表現や、年中行事・

人生儀礼との密接な結びつきがあります。11 月 24 日の「和食の日」には、和食の良さについて考えてみ

ませんか。 


